
 

＜展覧会＞ 

「海のくらしの風景」展 （牡鹿半島の古写真と民具を展示） 

＜イベント＞ 

①「ayu café 鮎カフェ」 13：30～14：30 

古写真 50 枚と、昭和中期の牡鹿半島のくらしの映像の特別試写会。 

②みんな集え！「“MINGO”ゲーム」 14：00～14：30 

おもに小学生を対象とした民具を使ったビンゴゲームです。昔のくらしの勉強に

もなって、ビンゴの数ごとに景品もあるよ！！ 

③ 「体験！文化財レスキュー」 13：00～15：00 

民具の脱塩とコーティング作業を体験して、文化財の保存について知ってもらいます。 
＜メッセージ＞ 

東北学院大学では、旧牡鹿町の文化財レスキューに学生たちが携わってきました。資料の修復や

保全作業はほぼ終了し、現在は民具や古写真などのむかしの牡鹿半島のくらしのデータベースを整

える作業に着手しています。 

今回は、震災後毎年行ってきた民具の展示に加え、半世紀前の写真や映像を見ていただきたいと

考え、展覧会（「海のくらしの風景」展）と映写会（「鮎カフェ」）を組み合わせたイベントを開催し

ます。また、大学生が子どもたちに昔のくらしを楽しく伝える「みんなで“MINGO”ゲーム」や「体

験！文化財レスキュー」も実施します。 

初夏のおだやかな日曜日を、楽しく過ごす手作りのイベントですので、ぜひ遊びに来てください。 

 

東北学院大学文学部歴史学科准教授 加藤 幸治 

 

 

 主催：「牡鹿半島・思い出広場」実行委員会  文化庁：地域の核となる美術館・博物館支援事業（東北学院大学博物館）  
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